
 

対応管種：コンクリート管 

     陶管 

     塩ビ管 

     強化プラスチック複合管(FRP管) 

     鋳鉄管（自然流下） 

  ポリエチレン管、更生管 をサポート 

人孔 ：場所打ち、組立両タイプをサポート 

 下下水水道道設設計計支支援援シシスステテムム  

     耐耐震震設設計計--下下水水道道施施設設--        

  SSII単単位位対対応応版版          価格 ①応力照査 20万 ②FRAME 25万 ③人孔 25万  

                    ②③には Excelで Frame標準付属   WWiinnddoowwss®®  9988  //  MMee  //  NNTT  //  22000000  //XXpp  
 本プログラムは、下水道管路及びその接続部、マンホールの耐震設計を行うプログラムです。５材種 885 管のデ

ータを準備し、設計項目の組合せ同時設計が可能です。 

初期条件の設定により設計項目を選択頂き、地層及び管諸元など選択入力により液状化、浮力照査、応力照査

(FRAME 計算)、断面計算を一連の作業で設計できる製品※2 です。初期条件で設計項目を選択頂くとそれに応じた

入力タグを展開し、対話形式で設計計算を解りやすい入力を装備しています。 

 

概概要要とと特特長長  

参参考考文文献献  
適用文献 

下水道施設の耐震対策指針と解説      １９９７年版  （社）日本下水道協会  

下水道施設耐震計算例 管路施設編 前後編 ２００１年版  （社）日本下水道協会  
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・道路橋示方書（SI単位系移行に関する参考資料）      （社）日本道路協会 
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・大規模地下構造物の耐震設計法・ガイドライン(案)           建設省土木研究所資料 平成４年３月 

・推進工法の設計と施工                                    南野輝久著森北出版 

・共同溝設計指針                     （社）日本道路協会 

・駐車場設計・施工指針 同解説              （社）日本道路協会 

・水道施設耐震工法指針・解説               （社）日本水道協会 
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Frame計算を行う場合、付属の Excelで Frameとの連動が出来るように Frameデータ出力機能をサポートしています。これにより計算プロ

グラムで予期していない地盤や応力などを追加した設計を可能としています。 

設計地震動１，２レベルの同時設計ボタンを用意し、同時計算によ

る比較を可能としています。結果出力でも並記を採用しており、両

レベルの結果を同時に比較把握することが可能です。土層条件は入

力データ内で保持しているため、再入力すること無く管種を変更す

るだけで同じ条件下で異なる管路の設計が可能です。また人孔まで

一連のデータで設計・計算書化が可能です。 



 

入入力力イイメメーージジ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜初期条件＞ 

耐震設計を行いたい項目を管本体、管継手、人孔接合

部、人孔、液状化の中から選択します。次にレベル１、

レベル２、同時設計を選択し管分類から管種を選択し

ます。 

詳細な管の諸元をデータベースから選択し以後の設計

を行います。 

＜人孔形状＞ 

場所打ち、組立共に断面形状の設定でイメージ図

を描画します。正面／側面の図面を表示し設計者

へ入力の状態及び形状を表示します。 

＜断面入力／配筋設定＞ 

場所打ち、組立共に形状寸法若しくは形状を選択

設定します。本プログラムでは設計する断面につ

いてのみ配筋入力を必要としますが、組立人孔に

ついては代表的な配筋パターンで鉄筋配置を完

了していますので入力の必要はありません。 

変更したい場合にはデータベースの変更で容易

にカスタマイズ設計が可能になります。 

＜骨組み計算＞ 

管種により Frame 計算で設計するこ

とが可能で、断面分割数により設計の

精度が変わります。 

 また付属のExcelでFrameへデータ

を連動すれば任意の設計値を付加した

計算が可能になります。 



 

 

 

計計算算書書出出力力  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動動作作環環境境  
ハードウェア 

Windows98/Me/NT/2000/Xp日本語版が動作する環境。 

25MB以上の空き領域を持つハードディスク。 

Windows98/Me/NT/2000/Xp日本語版がサポートするA４サイズ印刷可能なプリンタ。 

解像度 800×600以上、カラーパレット ２５６色以上（High Color 16 ﾋﾞｯﾄ以上推奨）  

表示可能なディスプレイ。 

ソフトウェア 

Windows98/Me/NT/2000/Xp日本語版。 

＊WindowsNT4.0は ServicePack３以上が必要です。 

＊WindowsNT4.0/2000/XpProfessional にインストールするには管理者特権を持つユーザーでログオンす

る必要があります。 

 解りやすい図表を用いることで高品位の

設計計算書を作成することが出来ます。プ

レビューモードでは、しおり付表示、拡大

縮小機能やページ毎の確認、サムネイル表

示のサポートで、必要な印刷部分を探すこ

とが可能です。プレビュー表示データをピ

クチャーデータとしてワープロソフトなど

へ貼り込むことも可能です。出力ﾚｲｱｳﾄ等の

詳細設定もサポートしており、様々な名設

定により計算書へｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨを発揮すること

ができます。更に CALSの電子納品を考慮

し、他のアプリケーションを使うことなく

直接 PDF/Wordファイルへの出力機能もサ

ポートしております。 

*Microsoft､Windows､及びその他の製品は米国Microsoft社の登録商標です。 

*記載されている内容・仕様は改善の為、予告無く変更する場合があります。 

サムネイル表示

見やすい応力図 

<PDF出力機能> 

しおりの自動作成をサポ

ートしており、電子納品等

にそのまま利用が可能で

す。 

出力設定ウインドウ 

解りやすい印刷出力 


